
㊤
か
ら
紀
寺
商
事
、サ
ン
ビ
ー
、

竹
尾
、
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン

タ
ー
の
ブ
ー
ス

　
文
房
具
・
雑
貨
メ
ー
カ
ー
の

合
同
展
示
会「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
♯
６
」

が
７
月
３
、
４
日
に
東
京
・
港

区
の
東
京
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
竹
芝

ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
新
会
場
に
移
し
て
の
今
回

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
り
手
が
集

う
「
深
海
」
を
テ
ー
マ
に
、
展

示
会
場
の
雰
囲
気
も
一
新
し

て
、
注
目
を
引
い
た
。

　
会
場
に
は
39
社（
ブ
ラ
ン
ド
）

が
出
展
。
こ
の
う
ち
、
業
界
関

連
で
は
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
紀

寺
商
事
）、
サ
ン
ビ
ー
、
竹
尾
、

ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
出
展
し
た
。

　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、
初
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
製
図
用
シ
ャ
ー
プ

「
Ｋ
Ｓ
―
01
シ
リ
ー
ズ
」、
今
秋

発
売
予
定
の
「
Ｋ
Ｓ
―
02
シ

リ
ー
ズ
」、
来
年
２
月
発
売
予

定
の
中
価
格
帯
シ
ャ
ー
プ
「
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
＋
（
リ
フ
ト
プ
ラ
ス
）」

な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
筆
記

具
ブ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、「
ペ
ー

パ
ー
ブ
ラ
ン
ク
ス
」
の
ノ
ー
ト

＆
ダ
イ
ア
リ
ー
、「
た
ま
ご
っ

ち
」
シ
リ
ー
ズ
、「
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
×
コ
ー
リ
ン
色
鉛

筆
」
第
２
弾
、
桧
の
机
上
文
具

な
ど
、
新
製
品
を
い
ち
早
く
紹

介
し
た
。

　
サ
ン
ビ
ー
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

日
付
印
や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
商
材
、
新
商

材
の
ラ
バ
ー
タ
グ
や
推
し
活
関

連
商
材
の
ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン
ド

の
加
工
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
。

　
竹
尾
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー「
ド
レ
ス
コ
」

全
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
始
め
、
紙

か
ら
生
ま
れ
た
手
乗
り
ペ
ッ
ト

「
リ
ペ
ッ
ト
」、
廃
番
の
紙
を

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
た
「
も
っ

た
い
な
い
メ
モ
」
を
出
品
。

　
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
年
筆
イ
ン

ク
「
ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
物
語
」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

商
品
や
ナ
ガ
サ
ワ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の「
キ
ッ
プ
レ
ザ
ー
シ
リ
ー
ズ
」

を
紹
介
し
た
。

　
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
株
式
会
社

（
氷
鉋
富
雄
社
長
、
東
京
都
）

は
、
第
50
回
ベ
ル
マ
ー
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
５
・
１
～
12
）
を

実
施
し
た
が
、
小
学
校
の
部
で

は
東
京
・
玉
川
田
園
調
布
の
田

園
調
布
雙
葉
小
学
校
が
全
国
第

１
位
に
輝
い
た
。

　
６
月
27
日
午
後
２
時
か
ら
、

全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
田
園
調

布
雙
葉
小
学
校
で
、宮
路
教
頭
、

ベ
ル
マ
ー
ク
担
当
幹
事
ら
が
視

聴
覚
室
に
集
合
し
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
氷
鉋
社
長
が
「
当

社
の
ベ
ル
マ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
第
50
回
を
迎
え
た
。
今
回

は
全
国
か
ら
８
２
１
１
校
が
参

加
し
、
１
７
９
万
９
０
８
２
点

の
ベ
ル
マ
ー
ク
が
集
ま
り
、
雙

葉
小
学
校
が
１
万
１
９
１
５
点

を
集
票
し
て
、
全
国
の
頂
点
に

立
っ
た
。
全
国
第
1
位
に
な
る

と
、
百
科
事
典
や
絵
本
な
ど
を

贈
呈
す
る
。
以
前
、
小
学
館
で

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
百
科
事
典
を
つ

く
っ
て
い
た
が
、
い
ま
は
廃
刊

に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
当
社

は
現
在
も
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
学
習
帳

と
し
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
小
学
館
と
当
社
に
は
長

い
付
き
合
い
が
あ
り
、
ポ
ケ
モ

ン
や
ド
ラ
え
も
ん
の
学
習
帳
も

つ
く
っ
て
い
る
。
生
徒
や
保
護

者
の
み
な
さ
ん
が
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
る
の
は
大
変
な
作
業
で

あ
る
が
、
来
年
も
が
ん
ば
っ
て

ぜ
ひ
全
国
第
１
位
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
氷
鉋
社
長
か
ら
ベ

ル
マ
ー
ク
担
当
幹
事
の
松
尾
さ

ん
に
表
彰
状
、
久
田
さ
ん
に
記

念
品
（
書
籍
11
種
類
、
ノ
ー
ト

３
２
０
冊
）
を
贈
呈
し
た
。

　
こ
こ
で
、
ベ
ル
マ
ー
ク
担
当

幹
事
の
岡
さ
ん
が
「
本
日
は
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
い
た
だ

き
、
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ベ
ル

マ
ー
ク
を
集
め
る
の
は
大
変
だ

が
、
生
徒
を
は
じ
め
、
先
生
方
、

保
護
者
の
協
力
に
よ
り
全
国
第

１
位
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な

驚
き
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し

い
こ
と
は
な
い
。
シ
ョ
ウ
ワ

ノ
ー
ト
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
身
近
な
商
品
を
つ
く
っ
て
お

り
、
Ｉ
Ｔ
学
習
時
代
に
な
っ
て

も
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
大

切
な
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
ぜ
ひ
素
敵
な
商
品
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
日

は
先
生
方
、
保
護
者
、
子
供
た

ち
に
感
謝
し
た
い
」
と
、
謝
辞

が
贈
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
ベ
ル
マ
ー
ク
教
育

助
成
財
団
・
福
島
常
務
理
事

が
「
ベ
ル
マ
ー
ク
は
、
学
校
の

備
品
に
使
わ
れ
る
だ
け
の
活
動

で
は
な
く
、
へ
き
地
や
災
害
地

へ
の
支
援
と
し
て
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
校
な
ど
へ
の
援
助

も
行
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
マ
ー

ク
を
集
め
る
こ
と
は
、
も
っ
と

広
い
意
味
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
も
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
挨
拶
し
て
表
彰
式
を
終

了
し
た
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
昨
年

開
校
し
、
第
１
期
受
講
者
の
平

均
満
足
度
80
％
超
を
獲
得
し
た

コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
社
員
向
け
の

デ
ジ
タ
ル
人
材
教
育
・
実
践
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
　
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｍ
Ｙ
（
コ
ク
ヨ 

デ
ジ
タ
ル 

ア
カ
デ
ミ
ー
）」
の
第
２
期
を

７
月
５
日
か
ら
開
始
し
た
。

　「
コ
ク
ヨ 

デ
ジ
タ
ル 

ア
カ

デ
ミ
ー
」
は
、
コ
ク
ヨ
の
人
材

育
成
機
関
「
コ
ク
ヨ
ア
カ
デ
ミ

ア
」
の
一
環
で
、
昨
年
６
月
に

開
校
し
た
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
社

員
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
教

育
・
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
デ
ー

タ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

知
識
の
習
得
、
活
用
に
よ
り
、

既
存
の
課
題
解
決
や
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
を
目
指
し
て
い

る
。 

　
第
２
期
で
は
、第
１
期
同
様
、

「
文
系
Ａ
Ｉ
塾
」「
Ｉ
Ｔ
講
座
」

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
講
座
」
の

３
つ
の
講
座
に
加
え
、
学
び
の

実
践
経
験
の
場
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
―
Ｌ

ａ
ｂ
」
の
開
催
を
予
定
。
さ
ら

に
第
２
期
で
は
、
第
１
期
を
受

講
し
た
社
員
が
第
２
期
を
受
講

す
る
社
員
に
教
え
る
「
チ
ュ
ー

タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
さ

ら
な
る
実
践
力
強
化
を
目
指

す
。

　
体
制
面
で
は
副
学
長
に
吉
田

孝
執
行
役
員
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報

シ
ス
テ
ム
本
部
長
を
新
た
に
迎

え
、
生
成
Ａ
Ｉ
環
境
整
備
に
向

け
た
社
内
体
制
の
強
化
に
取
り

組
む
。

　
文
紙
卯
の
会
（
宮
村
真
次
会

長
）
は
、
６
月
28
、
29
日
の
１

泊
２
日
の
日
程
で
、
和
歌
山
県

白
浜
で
３
世
代
10
人
が
参
加
し

て
記
念
の
例
会
を
開
催
し
た
。

　
初
日
の
28
日
は
、
三
段
壁
や

千
畳
敷
を
観
光
し
た
あ
と
、
宿

泊
先
と
な
る
エ
ク
シ
ブ
白
浜
ア

ネ
ッ
ク
ス
に
投
宿
。

　
夕
刻
、
懇
親
宴
を
催
し
、
開

宴
に
先
立
ち
宮
村
会
長
が
「
新

会
員
も
増
え
念
願
で
あ
っ
た
若

返
り
を
図
る
こ
と
が
で
き
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
当
会
で

は
卯
年
に
記
念
の
旅
行
を
行
っ

た
来
た
が
、
昨
年
は
ま
だ
コ
ロ

ナ
禍
も
落
ち
着
か
ず
、
１
年
遅

れ
の
開
催
と
な
っ
た
。
会
が

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
挨
拶
、
前
田
武
嗣
会

員
（
デ
ル
タ
ジ
ム
）
の
乾
杯
の

首
唱
で
開
宴
、賑
や
か
に
歓
談
、

親
睦
を
深
め
た
。

　
公
益
財
団
法
人
教
育
美
術
振

興
会
（
西
村
貞
一
理
事
長
）
は
、

公
益
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
教

育
美
術
・
佐
武
賞
」
第
59
回
（
令

和
６
年
度
）
の
佐
武
賞
並
び
に

佳
作
賞
を
選
出
、
８
月
28
日
に

東
京
・
柳
橋
の
サ
ク
ラ
東
京
ビ

ル
６
階
社
長
室
で
、
贈
呈
式
を

開
催
す
る
。

　
教
育
美
術
・
佐
武
賞
に
は
長

野
県
伊
那
市
立
伊
那
中
学
校
・

小
山
美
香
子
教
諭
の
「
現
代
美

術
と
は
何
か
、 

～
現
代
美
術
を

理
解
し
、
自
分
な
り
の
解
釈
で

語
る
た
め
の
授
業
展
開
の
試
み

～
」、
佳
作
賞
に
は
山
崎
学
園

富
士
見
中
学
校
高
等
学
校
・
杉

原
誠
美
術
科
主
任
の
「
創
造
的

思
考
力
を
育
む
た
め
の
学
び
の

提
言
―
中
学
校
の
美
術
の
デ
ザ

イ
ン
領
域
に
関
す
る
学
び
の
在

り
方
を
考
え
る
―
」
が
選
ば
れ

た
。

　
受
賞
論
文
は
８
月
１
日
発
行

の
月
刊
「
教
育
美
術
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
美
術
・
佐
武
賞
は
ク
レ

パ
ス
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
公

益
財
団
法
人
教
育
美
術
振
興
会

（
当
時
：
財
団
法
人
教
育
美
術

振
興
会
）
の
初
代
理
事
長
と
し

て
、
長
年
美
術
教
育
の
振
興
に

尽
力
し
て
き
た
佐
武
林
蔵
先
生

の
寄
附
に
よ
り
、
昭
和
41
（
１

９
６
６
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。

日
本
全
国
か
ら
美
術
教
育
に
関

す
る
実
践
報
告
（
論
文
）
を
募

集
し
、
そ
の
優
秀
作
品
に
賞
を

与
え
る
こ
と
で
、
現
場
の
先
生

方
の
実
践
に
光
を
あ
て
、
指
導

者
の
育
成
と
、
図
画
工
作
・
美

術
科
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ

ン
タ
ー
（
長
澤
宗
弘
社
長
、
神

戸
市
）
は
、
神
戸
の
名
所
や
文

化
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
特
別
色

の
イ
ン
ク
「
Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
　
Ｉ
Ｎ

Ｋ
物
語
」
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ

ン
ク
「
墨
香
（
す
み
こ
う
）」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
変
更
対
象
品
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
ク
「
Ｋ
ｏ
ｂ

ｅ
　
Ｉ
Ｎ
Ｋ
物
語
」
定
番
色
86

色
、
店
舗
限
定
色
６
色
、
計
92

種
と
、オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
ク「
墨

香
」
１
種
。

　「
Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
　
Ｉ
Ｎ
Ｋ
物
語
」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
イ
ン
ク
色

を
上
面
に
大
き
く
表
記
し
て
、

目
に
入
り
や
す
く
し
た
。
加
え

て
、
し
お
り
と
し
て
封
入
し
て

い
た
「
色
に
ま
つ
わ
る
物
語
」

を
箱
の
側
面
に
記
載
、
線
画
イ

ラ
ス
ト
も
一
新
し
た
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
パ
ー
ル
調
の

濃
い
グ
レ
ー
色
を
採
用
、
高
級

感
の
あ
る
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
ク
「
墨

香
」（
墨
の
香
り
付
イ
ン
ク
）

は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
商
品
特

徴
が
わ
か
り
、
訴
求
力
を
高
め

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
変
更
し
た
。

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
（
堀
隆
理
事
長
）
の

第
32
回
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

は
、
７
月
26
日
午
後
７
時
か
ら

大
阪
市
中
央
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
大
阪
「
銀
河
の
間
」
で
開
催

し
た
。

　
当
日
は
組
合
員
・
賛
助
会
員

（
31
社
）
か
ら
、
昨
年
を
上
回

る
３
０
２
人
が
参
加
し
て
真
夏

の
ひ
と
時
を
ビ
ー
ル
で
楽
し
ん

だ
。

　
今
回
は
昭
和
44
年
に
組
合
が

設
立
し
て
55
年
の
節
目
の
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
組
合
設
立
55

周
年
記
念
」と
銘
打
っ
て
開
催
。

開
会
に
先
立
ち
主
催
す
る
経
営

労
務
委
員
会
の
寺
浦
浩
之
委
員

長
が
「
３
０
２
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

当
委
員
会
で
は
こ
の
納
涼
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
の
ほ
か
に
も
献
血
運

動
、
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

や
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
の

で
参
加
願
い
た
い
。
こ
の
後
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
抽
選
会
を
予

定
し
て
い
る
の
で
大
い
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」と
挨
拶
し
、

乾
杯
の
後
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
抽
選
会

で
は
、
堀
理
事
長
か
ら
提
供
の

理
事
長
賞
な
ど
、
各
種
賞
品
の

当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に

会
場
内
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま

れ
た
。
全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
終
了
し
た
午
後
９
時
、
名
和

秀
記
専
務
理
事
の
閉
会
挨
拶
で

閉
じ
た
。

　
一
般
財
団
法
人
大
阪
文
紙
会

館
（
志
方
弘
嗣
理
事
長
）
は
、

７
月
23
日
午
後
６
時
よ
り
、
大

阪
市
中
央
区
の
文
健
会
館
２
階

ホ
ー
ル
で
、
交
通
安
全
運
転
講

習
会
開
催
し
た
。

　
当
日
は
56
人
が
出
席
し
、
大

阪
府
南
警
察
署
交
通
課
・
交
通

総
務
係
の
後
藤
寿
男
警
部
補
を

講
師
に
迎
え
、
事
務
局
よ
り
講

師
紹
介
の
後
、
後
藤
警
部
補
が

昨
今
の
大
阪
に
お
け
る
交
通
事

故
発
生
件
数
や
死
亡
者
数
・
人

身
事
故
件
数
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の

厳
罰
化
や
飲
酒
後
に
車
を
正
常

に
運
転
で
き
る
ま
で
に
要
す
る

時
間
な
ど
、
具
体
的
な
事
例
を

挙
げ
て
説
明
。
関
西
人
特
有
の

い
ら
ち
運
転
（
自
分
本
位
で
心

に
ゆ
と
り
の
な
い
運
転
）
を
止

め
よ
う
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

講
義
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
ビ
デ
オ
映
像
で
「
出

来
て
い
ま
す
か
？
歩
行
者
を
守

る
運
転
」
を
見
た
後
、
特
殊
な

ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
て
酒
酔
い
状

態
で
の
歩
行
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
を
受
講
者
の
中
か
ら
数

名
が
参
加
し
て
実
体
験
を
し
た

が
、
床
面
に
表
示
し
た
線
上
を

真
直
ぐ
歩
け
ず
よ
ろ
け
た
り
す

る
状
況
に
な
る
な
ど
の
貴
重
な

体
験
を
含
め
約
１
時
間
の
講
習

会
を
終
了
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
か
ら
「
今
日

の
講
習
内
容
を
明
日
か
ら
の
安

全
運
転
に
生
か
し
て
事
故
・
違

反
の
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
て
閉
会
し
た
。

　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同
社
の
玩

具
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
メ
ル
ち
ゃ

ん
」
の
企
画
展
「
メ
ル
ち
ゃ
ん

と
い
っ
し
ょ
　
よ
こ
は
ま
で
あ

そ
ぼ
」
を
、
７
月
13
日
～
10
月

６
日
ま
で
「
横
浜
人
形
の
家
」

で
開
催
し
て
い
る
。

　
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

発
売
さ
れ
た
メ
ル
ち
ゃ
ん
の
着

せ
替
え
服
や
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
、
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
な
ど
の
体

験
型
展
示
も
設
置
し
て
い
る
。

　
併
せ
て
７
月
７
日
よ
り
１
年

間
「
メ
ル
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
が
横

浜
の
街
を
走
行
し
て
い
る
。
走

行
エ
リ
ア
は
、
横
浜
市
営
バ
ス

浅
間
町
営
業
所
26
系
統
管
内
路

線
（
横
浜
～
元
町
・
み
な
と
み

ら
い
地
区
）。

　
日
販
セ
グ
モ
株
式
会
社
（
安

井
邦
好
社
長
、東
京
都
）は
、「
文

具
女
子
博
２
０
２
４
」
の
概
要

を
発
表
し
た
。

　「
文
具
女
子
博
２
０
２
４
」

は
、
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
会
場

ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
、
過
去
最

大
の
規
模
で
、
12
月
12
～
15
日

の
４
日
間
、
横
浜
市
の
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
・

Ｄ
で
開
催
す
る
。
前
日
の
11
日

は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
タ
イ
ム
」
を

実
施
予
定
。
出
店
メ
ー
カ
ー
数

は
、
過
去
最
多
と
な
り
、
文
具

女
子
博
初
出
店
メ
ー
カ
ー
も
20

社
を
超
え
る
見
込
み
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ど
き

ど
き
！
ネ
オ
文
具
シ
テ
ィ
」。

昔
の
モ
ノ
が
新
し
く
な
る
、
復

活
、
と
い
う
意
味
の
「
ネ
オ
」。

デ
ジ
タ
ル
が
主
流
な
こ
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ナ
ロ
グ
な
文

具
の
進
化
を
感
じ
、
使
う
楽
し

み
、
選
ぶ
楽
し
み
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を

込
め
て
い
る
。

上
面
に
イ
ン
ク
色
を
表
示
し
た

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ

千
畳
敷
で
記
念
撮
影

講
習
会
の
会
場

表
彰
式
で
の
氷
鉋
社
長（
中
央
）

と
関
係
者
ら

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
模
様

設
立
55
周
年
の
記

念
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

紙
文
具
流
通
セ
ン
タ
ー

新
会
場
で
雰
囲
気
一
新

文
具
、雑
貨
の
合
同
展
示
会

Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｔ

デ
ジ
タ
ル
人
材
教
育

７
月
よ
り
第
２
期
を
開
講

コ
ク
ヨ

和
歌
山
・
白
浜

温
泉
で
記
念
例
会

〇
…
文
紙
卯
の
会

神
戸
イ
ン
ク
物
語

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー

交
通
安
全
運
転

講
習
会
を
開
催

〇
…
大
阪
文
紙
会
館

「
メ
ル
ち
ゃ
ん
」

の
企
画
展
開
催

〇
…
パ
イ
ロ
ッ
ト

過
去
最
大
の
規
模

で
文
具
女
子
博

12
月
12
～
15
日
に
横
浜
で

佐
武
賞
決
ま
る

教
育
美
術
振
興
会

雙葉小が全国１位
ショウワノートが表彰式

ベルマークキャンペーン

田園調布


